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◎ 全国農業会議所が年初に情勢等説明会を開催 

 1 月 6 日にＷｅｂ会議により一般社団法人全国農業会議所主催の農業委員会系統組織をと

りまく情勢等説明会が急遽開催されました。これは、令和9年の農地法制の見直しを睨んで

の課題整理と農林水産省として今年度のうちに複数の農業委員会からヒアリングを実施す

る動きがあることを踏まえて行われました。全国農業会議所では、前回の人・農地関連法制

改正から5年後の時期の見直しとして、地域計画の実現とブラッシュアップにおける農業委

員会の役割や、農業委員・農地利用最適化推進委員の併存配置の課題、農地中間管理事業の

あり方などについて、今後議論を深め、関係法令の改正へ繋げていくこととし、一方、農林

水産省としても現場のヒアリングを通じて法改正の論点整理に取組む様子であることが伝

えられました。 

 当農業会議としても、今年度内に予定している巡回支援などを通じて各農業委員会の課題

や意見をお聞かせいただき、全国農業会議所へ繋いでいきたいと思います。 

 

◎ 常設審議委員会（１月）の審議状況について 

 1 月 14日に「桜華会館」において、農地法に係る農業委員会からの諮問に対する答申を

審議する「常設審議委員会」を開催しました。 

1月は、9の農業委員会から農地法第5条に基づく転用事案15件、95,234㎡について審

議したところ、いずれも原案どおり許可して差し支えない旨承認されました。 

(参考) 諮問農業委員会 

稲沢市(2件)、愛西市(1件)、弥富市(3件)、飛島村(1件)、半田市(2件)、阿久比町(2件)、 

安城市(2件)、西尾市(1件)、豊川市(1件) 

 

◎ 農業委員農林水産大臣表彰が授与されました 

農林水産省は、昨年12月 1日付けで、

農地等の利用の最適化の推進に関し顕

著な実績をあげた農業委員会並びに顕

著な功績があった農業委員及び農地利

用最適化推進委員を表彰しました。 

今回、愛知県では、西尾市農業委員会

会長 外山好一 様及び知立市農業委員 川上会長 外山会長 石原会長への伝達式 
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会会長 石原國彦 様が農業委員農林水産大臣表彰を受賞されました。 

外山様には 1 月 14 日に常設審議委員会に先立ち愛知県農業会議 川上会長から、石原様

には、1 月 23 日に市農業委員会総会に先立ち西三河農林水産事務所 鈴木所長から表彰状

が手渡されました。 

受賞者の皆様、誠におめでとうございます。ますますのご活躍を祈念いたします。 

 
◎ 女性の委員登用促進研修会等が開催されました 

1 月 21 日、22 日に全国農業会議所及び全国農業委員会女性協議会の共催による女性の

委員登用促進研修会が主婦会館プラザエフ（東京都千代田区）で開催され、農業委員会レ

ディスあいち杉田雅子理事（豊田市農業委員）が出席されました。 

研修会 1 日目は、全国農業委員会女性協議会 道下会長及び全国農業会議所 稲垣専務理

事の挨拶、摂南大学現代社会学部教授 藤井和佐氏による「『農業委員会への女性の参画を

めぐる現状と課題に関するアンケート』集計結果より―委員への就任前後にみる登用のた

めのヒント―」と題した基調講演に続くグループワーク。2日目は、「女性登用施策・取組

について」として農林水産省経営局就農・女性課女性活躍推進室 課長補佐 重光真紀子氏

から情報提供の後、意見交換を行いました。まだまだ男性中心の農業委員社会であり、男

女ともに固定観念・意識の改革を進める必要があること、女性向けのリーダー養成研修が

必要であることなど、活発に意見交換が行われました。 

2026年は多くの農業委員会で委員改選が行われるため、当農業会議といたしましても、

機会を捉えて女性委員の登用促進を呼びかけてまいります。 

 

◎ 全国農業委員会都市農政対策協議会現地研修会等が開催されました 

1 月 28日、29日に、令和７年度全

国農業委員会都市農政対策協議会現

地研修・研究会が全国農業会議所と

兵庫県農業会議の共催により尼崎市

において開催されました。 

１日目は、生産緑地における特例

での農家レストラン設置全国第 1 号

である「ささはら菜園」を視察後、尼崎市総合文化センターにおける研究会では、松本眞

尼崎市長、同市農業委員会西村昌浩会長ほか近隣市農業委員会会長も参加されました。 

ささはら菜園を経営する笹原篤史氏からは生産緑地における農地確保の困難さや課題が

語られ、研究会では市長挨拶に続き、農業委会会長や事務局長から尼崎市の農業の維持・

活性化や食育の取り組みなどについてご説明いただきました。 

2 日目の事務局長・担当者会議においては、現地視察を踏まえての課題整理と今後の都

市農政対策協議会の取り組みなどについて協議しました。 

 

◎ あいち青年農業者大会が開催されました 

1 月 27日に、愛知県農業大学校（岡崎市）において、愛知県４Ｈクラブ連絡協議会主催

による「令和 7 年度あいち青年農業者大会」が開催されました。 
４Ｈクラブ員及び農業大学校生等、本県の青年農業者、約１００名が一堂に集い、意見

発表の部４名、プロジェクト発表の部７名で、自らの研究実践活動の発表を通して相互研

尼崎市長挨拶（研究会） ささはら菜園視察 
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鑽を図りました。 

こうしたなか、農業会議としては、若手農業者に対する農業者年金の啓発活動の時間を

頂戴し、参加者の皆さんに農業者年金のＰＲをさせていただきました。多くの方が、農業

者年金に興味を持ち、加入に繋がることを期待しております。 

 

◎ 都道府県農業会議農地主任者会議が開催されました 

1 月 27 日に、全国農業会議所主催による都道府県農業会議農地主任者会議が主婦会館

（東京都）及び WEB により開催されました。 
この会議では、農業委員会関係の人・農地対策を協議事項とし、農業委員会制度の見直

しや令和 8 年度の農業委員会関係予算、とりわけ農地利用最適化推進事業（旧農地利用最

適化交付金）の事業の運用見直し、2 年目となる所有者不明農地対策事業の進め方などに

ついて協議しました。 
 
◎ 地域計画ブラッシュアップ研修会を開催しました 

1 月 20 日及び 26 日、「ウィルあいち」において、一

般社団法人会議ファシリテーター普及協会代表理事の

釘山健一氏を講師に招き、「地域計画」のブラッシュア

ップを継続的に実施していくことができるよう、地域で

の話し合いの場を続けていくための実践的なノウハウ

を学ぶための研修会を実施しました。 
なお、2月 24日には、講師の釘山氏の提案によりオンラインにて補足研修を実施するこ

ととしております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修会の様子 

今後の主な行事予定 

■ ２月 ３日 都道府県農業会議専務理事・事務局長会議（東京・主婦会館プラザエフ） 

■ ２月 ３日 常設審議委員会及び地域協議会会長会議（県三の丸庁舎） 

■ ２月１０日 巡回支援[碧南市、刈谷市、安城市、知立市、高浜市]（安城市役所） 

■ ２月１２日 巡回支援[一宮市、春日井市、小牧市、稲沢市]（一宮市役所） 

■ ２月１６日 巡回支援[清須市、北名古屋市、豊山町]（清須市役所） 

■ ２月１７日 都道府県農業会議会長会議（東京・主婦会館プラザエフ） 

■ ２月１７日 巡回支援[豊橋市、豊川市、蒲郡市、田原市]（豊橋市役所） 

■ ２月２５日 巡回支援[半田市、常滑市、東海市、大府市、知多市、阿久比町、東浦町、 

南知多町、美浜町、武豊町]（半田市役所） 

■ ２月２６日 巡回支援[津島市、愛西市、弥富市、あま市、大治町、蟹江町、飛島村]（愛西市役所） 

■ ２月２７日 巡回支援[岡崎市、西尾市、幸田町、豊田市、みよし市]（岡崎市役所） 

■ ３月 ４日 理事会及び常設審議委員会（桜華会館） 

■ ３月 ６日 巡回支援[犬山市、江南市、岩倉市、大口町、扶桑町]（扶桑町役場） 

■ ３月１０日 巡回支援[名古屋市、瀬戸市、尾張旭市、豊明市、日進市、長久手市、 

東郷町]（県三の丸庁舎） 

■ ３月１２日 巡回支援[新城市、設楽町、東栄町、豊根村]（新城市役所） 

■ ３月１９日 全国農業会議所臨時総会（東京・ルポール麹町） 

■ ３月２５日 臨時総会、理事会及び研修会（県三の丸庁舎） 

■ ３月２７日 ＪＡグループ臨時総会（ＪＡあいちビル） 

■ ６月 ２日 令和8年度全国農業委員会会長大会（東京・文京シビックホール） 
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経営関係図書 ご案内 
 

① 令和７年度版 農業の税制  ～農家のためのなんでもわかる～ 

農業収入や農地等に係る所得税、法人税、相続税、贈与税、消費税か

 ら国民健康保険税まで農業者に関係の深い 19 の税金について、文字通

 り「なんでもわかる」よう、あらましと各種の特例措置など最新の税制

 を網羅。 

 コード番号：R07-22／A5判・約200頁／定価1,540 円 

 

 

② 複式農業簿記実践テキスト 新訂版 ～「わかる」から「できる」へ～ 

 簿記記帳のイロハから実務まで網羅した手引書。特に学習のヤマ場と

いわれる「仕訳」で多くの仕訳例を掲載。今回の改訂では、農業経営基

盤強化準備金を取り崩して固定資産を購入する場合の設例を法改正に

合わせて修正し、所得税青色申告決算書を最新様式に差し替えて記入例

を更新。 

          コード番号：R07-28／B5判・161頁／定価1,705円 

 

 

③ 我が家の農地が地域の宝であり続けるために 

農地等を円滑に次世代へ継承するため、我が家の状況や農地・農機具

の資産等を整理するノートです。家族で話し合うためのノートにもな

り、エンディングノートとしても活用できます。 

      コード番号：R05-31／Ａ4判・44頁／定価770円 

 

④ 集落営農の担い手確保と第三者継承 坪田清孝 著 

筆者は県外から招いた担い手に第三者継承を行った、福井県あわら市

の集落営農組織「株式会社グリーンファーム角屋(すみや)」の元代表取

締役。 

担い手探しから育成、そして代表を委譲するまでの経過を辿るととも

に、業務用・加工用野菜の生産や加工品の製造・販売をはじめとする担

い手と二人三脚で挑んできた所得拡大に向けた奮闘ぶりをつづります。         

コード番号：R05-39／Ａ5判・102頁／定価880円 

 

お問い合わせ先：一般社団法人愛知県農業会議（TEL:052-962-2841 FAX:052-953-0399） 

（発行所：一般社団法人全国農業会議所 〒102-0084東京都千代田区二番町 9-8） 


